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本冊子について 
 

 岩手大学理工学部では，平成２８年度の理工学部設置に際し，通常の教育プログラムに

加えて，さらに高度な専門性や国際性、課題解決能力を身につけた人材の養成を目的とし

て特別プログラムを設置しています。 

 本冊子では，特別プログラム修了のための履修方法について記載します。なお，履修に

際しては，本冊子とともに「履修の手引き」も熟読の上，それぞれのプログラム修了に必

要となる科目を履修してください。 



特別プログラム 

 特別プログラムとは，通常の教育プログラムに加えて，さらに高度な専門性や国際性、
課題解決能力を身につけることを目的としたプログラムであり，「先端理工学特別プログ
ラム」「地域創生特別プログラム＜ものづくり系＞＜防災・まちづくり系＞」の３つがあ
ります。 
 
 

Ⅰ．先端理工学特別プログラム 

 
＊ 教育目的 

先端理工学特別プログラムは，所属するコースの教育課程を通じてコースとしての教養
及び専門性を修得するとともに，専門分野でのより卓越した知識・技能，高い素養とリー
ダーシップを持って地域／日本／世界で幅広く活躍する人材の育成を目的とする。 
 
＊ 修得すべき能力 

先端理工学特別プログラムでは，その教育プログラムを通して学生が以下の能力を修得
することを目指す。 
（１）専攻分野における高度な知識と技能を兼ね備えた上で，自ら課題を発見しその解決

方法を自ら提案し，それを遂行できる独創性・実行力 
（２）周囲と協力しながら課題解決にあたる協調性，多様な価値観を受け入れる寛容性，

そこから最善の方策を示すことができる判断力 
（３）充分なコミュニケーション及びインタープリテーション能力を備え，周囲のリソー

スが持つポテンシャルを充分に引き出せる能力 
（４）専攻分野のみにとらわれず，グローバルな視野に立って物事の価値をとらえる柔軟

性を持ち，客観的なものの見方ができる能力 
（５）日本や地域の未来を支える中心となる国際性，リーダーシップ 
 
 
 

Ⅱ．地域創生特別プログラム＜ものづくり系＞ 

 
＊ 教育目的 

地域創生特別プログラム＜ものづくり系＞は，所属するコースの教育課程を通じてコー
スとしての教養及び専門性を修得するとともに，地域産業の活性化に資するリーダー的専
門技術者及び地域企業に独自技術の芽を吹かせる力を持った人材の育成を目的とする。 
 
＊ 修得すべき能力 
地域創生特別プログラム＜ものづくり系＞では，その教育プログラムを通して，学生が

以下の能力を修得することを目指す。 
（１）地域課題を理解し，地域を活性化しようという意欲 
（２）専門分野の知識及びものづくりに関連する幅広い実践技術を身につけ，問題を着実

に解決しながら独自技術を開発していく能力 
（３）プロジェクトを推進するにあたって必要な協調性，コミュニケーション能力，プロ

ジェクトリーダーに求められる豊かな人間性と倫理観 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ．地域創生特別プログラム＜防災・まちづくり系＞ 

 
＊ 教育目的 

地域創成特別プログラム＜防災・まちづくり系＞は，所属する社会基盤・環境コースの
教養及び専門性を修得するとともに，東日本大震災からの復興や今後想定される災害への
備えに貢献し，地域における防災・まちづくりのリーダーとなる人材の育成を目的とする。 
 
＊ 修得すべき能力 
地域創生特別プログラム＜防災・まちづくり系＞では，その教育プログラムを通して，

学生が以下の能力を修得することを目指す。 
（１）建設工学，環境工学，防災工学の基礎と幅広い教養を身につけ，問題発見・解決能

力を持ち，次世代の科学技術の創生と発展を担うことができる能力 
（２）地域防災・まちづくりの専門性を高めながら，地域防災・復興のために貢献できる

能力 
（３）復興からの学びをとおして，「くらしの再建」や「なりわいの再生」を含む総合的

な視野と地域創生のためのマネジメント能力 



Ⅰ．先端理工学特別プログラム 
 
 １．教養教育科目の修得すべき単位 
                           （対象：全学科・全コース） 
    

区        分 
 

 
必 修 

 

教
養
教 
育 
科
目 

実践知科目 転換教育科目 基礎ゼミナール １ 
実践知科目（転換教育科目）修得単位数計 １ 

 
技法知科目 

 

外国語科目 英語 １０ 
健康・スポーツ科目 １ 
情報科目 ２ 

技法知科目修得単位数計 １３ 
 
 
学問知科目 

 

文化科目 ４ 
社会科目 ４ 
自然＆科学技術科目 ４ 
環境科目 ２ 

地域関連科目 地域科目 ２ 
実践知科目 地域グローバル課題演習 ２ 

学問知科目＆実践知科目取得単位合計数 １８ 
教養教育科目修得単位数計 ３２ 

 （注）１．各区分から修得すべき単位数以上を履修すること。 
    ２．先端理工学特別プログラムで教養教育科目の学問知科目＆実践知科目取得単

位合計数は１８、修得すべき単位数の合計は３２となる。 
    ３．上記の表だけで判断せず，下の説明も確認すること。 
 
 
（１）実践知科目（転換教育科目）（１単位） 

必修単位（１単位） 
基礎ゼミナール（１単位）を修得すること。 

 
 
（２）技法知科目（１３単位） 
   必修単位（１３単位） 

① 外国語科目（英語） 
英語を次のとおり修得すること。 
英語１０単位 
英語総合Ⅰ・Ⅱの上級と中級，英語コミュニケーションⅠ・Ⅱの上級と中
級，計８単位を修得すること。 
英語発展から２単位を修得すること。 

 
② 健康・スポーツ科目（１単位） 
健康・スポーツＡ（１単位）を修得すること。 

 
③ 情報科目 
情報基礎（２単位）を修得すること。 

 
（３）学問知科目及び実践知科目（基礎ゼミナールを除く）（１８単位） 

 必修単位 
① 「文化科目」から４単位を修得すること。 
② 「社会科目」から「ボランティアとリーダーシップ」２単位を修得した上で，

４単位を修得すること。 



   ③ 「自然＆科学技術科目」から４単位を修得すること。 
   ④ 「環境科目」から２単位を修得すること。 
   ⑤ 「地域科目」から２単位を修得すること。 
   ⑥ 「地域グローバル課題演習」を２単位修得すること。 
 

－履修上の注意事項 
（１）「実践知科目（転換教育科目）」，「外国語科目」，「健康・スポーツ科目」，

「情報科目」及び「環境科目」は１年次に，それぞれ決められた時間帯に履修する
こと。また，「外国語科目（英語発展）」は２年次以降に履修すること。 

 
（２）教育職員免許状取得希望者は，日本国憲法として「社会科目」で憲法２単位，健

康・スポーツ科目２単位修得する必要があるので注意すること。（詳細について
は，オリエンテーション等で説明する。） 

 
（３）履修については，本冊子及び授業時間割表を参考にし，間違いのないよう注意す

ること。 
   なお，同一授業科目は重複して履修できない。ただし，日本語以外の外国語科目

（英語発展 A~H を除く）は重複して履修できる。また，履修にあたっては前期の
み又は後期のみの開設授業科目や年度により開設しない授業科目があるので注意す
ること。 

 
（４）「地域科目」は，先端理工学特別プログラムとして「海外研修―世界から地域を

考える―」の履修を勧めたい。 
 

 ２．専門科目の修得すべき単位 

学 科 コース 

専門科目 

合計 必修 

科目 

選択 

科目 

化学・生命

理工学科 

化 学 コ ー ス ６７ ２９ ９６ 

生 命 コ ー ス ６２ ３４ ９６ 

物理・材料

理工学科 

数 理 ・ 物 理 コ ー ス ６０ ３６ ９６ 

マ テ リ ア ル コ ー ス ６２ ３４ ９６ 

システム創

成工学科 

電気電子通信コース ６８ ２８ ９６ 

知能・メディア情報コース ６６ ３０ ９６ 

機 械 科 学 コ ー ス ６７ ２９ ９６ 

社会基盤・環境コース ６４ ３２ ９６ 

 ※各学科・コースのカリキュラムについて「履修の手引き」１９７ページから２２２ペ
ージで確認してください。 

 
（１）化学・生命理工学科（化学コース，生命コース）所属の学生 
   教養教育科目における地域関連科目「海外研修－世界から地域を考える－」の単
位を修得していない場合は，専門科目の選択科目として，「社会体験学習」，「国
際研修」から２単位以上を修得すること。 

 
（２）物理・材料理工学科（数理・物理コース，マテリアルコース）所属の学生 
   専門科目の選択科目として，「技術者倫理」，「社会体験学習」，「国際研修」

から４単位以上を修得すること。ただし、教養教育科目における地域関連科目「海
外研修－世界から地域を考える－」の単位を修得している場合は，「技術者倫
理」，「社会体験学習」から２単位以上を修得すること。 

（３）システム創成工学科 電気電子通信コースおよび知能・メディア情報コース所属



の学生 
   専門科目の選択科目として，「技術者倫理」，「社会体験学習」，「国際研修」

から４単位以上を修得すること。ただし、教養教育科目における地域関連科目「海
外研修－世界から地域を考える－」の単位を修得している場合は，「技術者倫
理」，「社会体験学習」から２単位以上を修得すること。 

 
（４）システム創成工学科 機械科学コースおよび社会基盤・環境コース所属の学生 

    教養教育科目における地域関連科目「海外研修－世界から地域を考える－」の単
位を修得していない場合は，専門科目の選択科目として，「社会体験学習」，「国
際研修」から２単位以上を修得すること。 
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